
【案４】

様式２ 別添３

大項目 中項目 小項目 指標

a   　b   　c

出席率平均
９８．４％

a   　b   　c

満足度平均
９５．２％

a   　b   　c

応募倍率
０．８８倍

a   　b   　c

入校率
８１．７％

a   　b   　c

就職率
８８．４％

a   　b   　c

就職率
８８．５％

a   　b   　c

関連就職率
９４．６％

a   　b   　c

全国平均以上

　　　a：優れている　　　b：良好である　　　c：改善を要する

※　評価をA又はD評価とする場合は、必ず評価理由を記載する。

総　合　評　価

Ａ：優れている　　　Ｂ：良好である　　　Ｃ：一部改善を要する　　　Ｄ：総合的な見直しを要する

関連就職率
８０％以上

２　応募・合格・入校状況
入校者が定員を充足している

(2)入校状況
入校者が定員を充足している

入校率
１００％

就職率
１００％

(3)就職状況
訓練関連率（訓練を活かした
就労率）が８０％以上である

○応募者数は減少傾向にあるため、オー
プンキャンパスや入校相談会等の募集活
動を通じて応募倍率及び入校率の向上を
目指す。

３　就職状況
公共職業安定所、企業、関係
機関等と連携を図り、雇用情
勢の情報収集や訓練生に対
する相談、指導等の就職支援
がなされている

　ａ評価が４項目であるため、総合評価はＢとする。
　中高年者向けの短期コースとしておそよ４０年間科目を継続している。応募者は減少傾向にあるもののビル管理業界の人材不足は著しく毎年多くの
求人を受付けている。
  訓練面では、満足度を高めるための授業研究やテキスト類の見直しなどを積極的に行い、二級ボイラー技士や危険物取扱者などは全国平均を大き
く上回る資格取得率を維持しているなど、ビル管理科入校のメリットを強くアピールした広報活動に努めていく。
　中高年層は企業とのマッチングが困難となるケースがあるが、就職先は県内だけでなく都内も多いことから、県内外の関係団体と連携をとりながら
各企業に対する働きかけを確実に行っていく。また、職務内容や就業場所などの採用条件について、訓練生と企業とのマッチングが着実に進むようサ
ポートを強化することで就職率１００％を目指していく。

 
　

４　資格取得状況
訓練科ごとに適切な資格取得
目標が掲げられ、資格が取得
されている

・資格取得状況
訓練科ごとに適正資格取得
目標が掲げられ、資格が取得
されている

合格率
全国平均以上

○各資格取得状況　　　　　　　 全国平均
　二級ボイラー技士　      90.0％　51.0％
　乙種４類危険物取扱者 74.1％　31.9％

求

職

者

訓

練

(1)生活指導
あいさつができる、遅刻・欠席
が少ないなど、生活指導が適
切である

出席率
９０％以上

(1)就職状況（確定値）
就職率が１００％である

就職率
１００％

○中高年者は企業とのマッチングは厳しい
が、修了後のフォローアップにより就職率１
００％を目指す。

(2)就職状況（追指導最終値）
就職率が１００％である
　

　　　※　前年度修了者

(1)応募状況
応募倍率が1.２５倍以上であ
る

応募倍率
1.２５倍以上

１　訓練内容
必要な技能・知識を習得させ
るための訓練内容が設定さ
れ、実施されている (2)訓練生満足度

訓練内容に対し、訓練生の満
足度が高い

満足度
９０％以上
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○平均年齢も高いことから欠席・遅刻等の
問題はほとんどなく、熱心に訓練に取り組
んでいる。

○今後は訓練生の要望に応えられるよう、
訓練生のレベルに応じ、よりきめ細かい対
応をしていきたい。


